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「
時
人
」
と
い
う
言
葉
は
、
『
日
本
書
紀
』
に
五
一
件
、
『
風
土
記
』
に

二
件
の
用
例
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
『
風
土
記
』
の
用
例
が
、
『
常
陸
国

風
土
記
』
だ
け
に
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
考
え
て
も
、
こ
の
「
時
人
」
と
い

う
言
葉
は
き
わ
め
て
漢
語
的
な
要
素
を
強
く
持
っ
て
い
る
も
の
と
い
え

る
。
そ
も
そ
も
、
こ
の
「
時
人
」
と
い
う
言
葉
は
、
前
述
の
よ
う
に
中
国

『
日
本
書
紀
』
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
説
話
・
言
説
の
担
い
手
と
し
て
、

「
時
人
」
な
る
人
々
が
度
々
現
れ
て
く
る
。
こ
の
「
時
人
」
と
い
う
言
葉

は
「
ト
キ
ノ
ヒ
ト
」
と
訓
読
さ
れ
、
一
般
的
に
は
「
当
時
の
世
間
の
人
の

（１１）

意
。
中
国
史
書
に
み
え
、
社
会
時
評
子
的
な
人
」
と
し
て
解
釈
さ
れ
る
。

本
稿
で
は
、
ま
ず
、
「
日
本
書
紀
』
に
お
け
る
「
時
人
」
と
い
う
言
葉
の

意
味
を
詳
細
に
分
析
し
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
機
能
を
担
わ
さ
れ
て
い
る

の
か
を
解
き
明
か
し
て
い
く
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
ふ
ま
え
、
古
代
に
お
い

（２）

て
く
ハ
ナ
シ
〉
が
ど
の
よ
う
に
あ
り
得
る
の
か
、
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な

言
説
が
ど
の
よ
う
に
し
て
史
書
に
記
述
さ
れ
る
の
か
と
い
う
問
題
を
考
察

し
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

「
時
人
」
の
諸
相

｜
「
時
人
」
と
い
う
言
葉

ｌ
〈
ハ
ナ
シ
〉
を
担
う
人
々
Ｉ

史
書
に
多
く
み
え
、
「
漢
書
」
に
四
件
、
『
後
漢
書
』
に
も
八
○
件
を
越
え

る
用
例
が
あ
る
。
「
日
本
書
紀
』
に
お
け
る
中
国
史
書
の
影
響
は
小
島
憲

（３）

之
が
詳
細
に
論
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
の
「
時
人
」
と
い
う
言
葉

が
、
単
語
と
し
て
中
国
史
書
か
ら
引
用
さ
れ
た
も
の
だ
と
い
う
こ
と
も
十

分
に
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
う
え
、
こ
の
語
の
使
用
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報

の
断
片
を
漢
文
に
よ
っ
て
文
章
に
ま
と
め
る
た
め
の
、
記
述
行
為
そ
の
も

の
に
よ
る
も
の
な
の
か
、
積
極
的
な
中
国
史
書
の
引
用
な
の
か
は
は
っ
き

り
と
わ
か
っ
て
い
な
い
。
こ
の
点
を
ふ
ま
え
つ
つ
以
下
『
日
本
書
紀
』
に

お
け
る
「
時
人
」
の
出
現
状
況
を
見
て
み
る
。

神
代
上
（
０
）
、
神
代
下
（
０
）

綏
靖
～
開
化
（
０
）

崇
神
（
５
）
…
灘
議
蕊
繍
鱸
懲
嬢
譲
十
年
九
月
、
六
十
年
秋
七
月

垂仁（０）

景
行
（
５
）
…
懲
鍵
蕊
蕊
議
懲
鰯
、
十
八
年
秋
七
月
、
灘
議
蕊
識
識
鵜
、

溌
灘
蕊
鍵
鍵
蕊
蕊
灘

成務（０）

神武（３）

蕊
、

酒

井

陽：
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仲
哀
（
２
）
…
元
年
閨
十
一
月
、
灘
溌
識
蕊
織
織

神
功
皇
后
（
５
）
…
議
瀧
灘
瀧
灘
繍
蕊
蕊
灘
灘
蕊
職
辮
騨
騨
鎮
鍵
灘
、

鍵
蝋
鍵
灘
灘
灘
灘
灘
、
灘
溌
灘
鍵
鍵
鍵
譲
鍵
蕊
磯

応
神
（
２
）
…
九
年
夏
四
月
、
灘
蕊
耀
瀧
癖
鐘
溌

仁
徳
（
６
）
…
灘
鶴
鍵
鍵
職
灘
輝
、
鰯
灘
蕊
溌
撚
鶴
灘
、
三
十
八
年
秋

七
月
、
溺
繍
議
灘
蕊
鍵
溌
灘
蕊
灘
、
五
十
五
年

履
中
（
１
）
…
元
蕊
蕊
鴎
凝

反正（０）

允
恭
（
２
）
…
七
年
冬
澱
三
月
へ
灘
霧
鍵
溌
蕊
議
鍵

安康（０）

雄
略
（
１
）
…
二
十
一
年
春
三
月

清
寧
～
用
明
（
０
）

崇
峻
（
１
）
…
即
位
前
紀

推
古
（
５
）
…
二
十
年
二
月
、
二
韮
無
鐙
歳
、
二
圭
溌
蕊
舞
韮
月
、

二
十
九
年
春
二
月
是
月
、
三
十
四
年
夏
五
月

野
明
（
３
）
…
即
位
前
紀
、
六
年
秋
八
月
、
九
年
春
三
月

皇
極
（
３
）
…
二
年
十
一
月
、
四
年
正
月
、
三
年
秋
七
月

孝
徳
（
１
）
…
大
化
三
年
十
二
月

斉
明
（
２
）
…
二
年
是
歳
、
七
年
五
月

天
智
（
２
）
…
七
年
秋
七
月
、
八
年
秋
八
月

天
武
上
（
１
）
…
元
年
七
月

天
武
下
（
１
）
…
七
年
冬
十
月

持
統
（
０
）

神
代
紀
に
用
例
が
な
い
こ
と
に
関
し
て
は
疑
問
視
す
る
必
要
は
な
い
だ

ろ
う
。
文
字
通
り
、
神
の
時
代
の
記
述
に
「
時
人
」
な
ど
と
い
う
概
念
が

必
要
で
な
い
こ
と
は
明
ら
か
だ
か
ら
だ
。
ま
た
、
綏
靖
天
皇
か
ら
開
化
天

皇
ま
で
の
範
囲
に
も
用
例
が
一
つ
も
な
い
が
、
こ
れ
ら
の
天
皇
の
存
在
自

体
、
系
譜
的
な
つ
じ
つ
ま
合
わ
せ
の
た
め
で
あ
る
可
能
性
が
否
定
で
き
な

い
（
い
わ
ゆ
る
欠
史
八
代
）
。
「
日
本
書
紀
』
の
こ
の
期
間
の
記
事
に
は
、

綏
靖
天
皇
即
位
前
紀
に
若
干
の
説
話
記
事
を
載
せ
る
も
の
の
、
他
は
系
譜

記
事
だ
け
で
あ
る
。
「
時
人
」
と
い
う
言
葉
が
、
何
ら
か
の
説
話
的
記
事

（
事
件
的
記
事
と
い
っ
て
も
い
い
か
も
し
れ
な
い
）
と
結
び
つ
い
て
使
わ

れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
用
例
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
「
時
人
」

の
用
例
が
『
日
本
書
紀
」
の
こ
の
期
間
の
記
事
の
な
か
に
な
い
の
は
、

「
時
人
」
を
使
っ
て
記
述
す
べ
き
記
事
が
存
在
し
な
か
っ
た
か
ら
だ
と
い

』えつタ。「
時
人
」
の
使
わ
れ
方
に
も
違
い
が
み
ら
れ
る
。
鍵
灘
で
網
掛
け
し
た

用
例
は
地
名
起
源
證
に
結
び
つ
い
て
使
用
さ
れ
て
い
る
例
で
、
二
一
件
が

数えられる。

と
こ
ろ
で
、
「
漢
書
』
『
後
漢
書
」
に
お
け
る
「
時
人
」
の
用
例
に
は
、

こ
の
よ
う
に
、
地
名
起
源
證
に
結
び
つ
く
と
い
う
極
端
な
傾
向
は
認
め
ら

れ
な
い
。
こ
の
点
を
見
る
と
、
『
日
本
書
紀
』
に
お
け
る
漢
語
「
時
人
」

の
使
用
は
、
単
純
な
借
用
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
自
分
た
ち
が
記
述
し

た
い
内
容
を
記
述
す
る
た
め
の
道
具
と
し
て
、
中
国
史
書
に
引
き
ず
ら
れ

る
こ
と
な
く
利
用
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
さ
蕊
で
網

掛
け
し
た
用
例
は
人
名
の
由
来
讃
に
関
わ
っ
て
使
用
さ
れ
て
い
る
も
の
で

あ
る
が
、
こ
の
種
の
用
例
は
『
後
漢
書
』
に
多
く
み
ら
れ
る
も
の
で
あ

う（》Ｏ注
目
す
べ
き
点
は
、
得
明
紀
以
降
に
お
い
て
「
時
人
」
が
地
名
起
源
讃

や
人
名
の
由
来
證
の
中
で
使
用
さ
れ
る
例
が
一
つ
も
な
い
こ
と
だ
。
た
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｢時人」の諸相

だ
、
地
名
起
源
讃
自
体
が
安
康
紀
以
降
に
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
い
た
め
、

地
名
起
源
證
に
結
び
つ
く
用
例
が
な
い
の
も
当
然
と
言
え
ば
当
然
で
あ

る
。
し
か
し
、
好
明
紀
以
降
で
は
、
「
時
人
」
が
、
「
童
謡
（
ワ
ザ
ウ
タ
ヒ

に
関
係
す
る
も
の
と
、
社
会
風
刺
的
な
発
言
を
す
る
人
々
を
総
体
的
に
表

現
す
る
た
め
の
言
葉
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
も
の
と
の
二
種
類
で
あ
る

と
い
う
点
に
特
徴
が
あ
る
。
な
お
、
こ
の
よ
う
な
用
例
は
中
国
史
書
に
も

み
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
『
日
本
書
紀
」
に
お
い
て
「
時
人
」
と
い
う
言
葉
は
、
前
半

と
後
半
で
、
地
名
起
源
證
の
な
か
で
の
使
用
と
、
「
童
謡
（
ワ
ザ
ウ
タ
ヒ

や
社
会
風
刺
的
な
発
言
に
関
す
る
記
述
の
な
か
で
の
使
用
と
に
二
分
さ
れ

て
現
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
差
違
を
と
ら
え
て
い
く
前
に
、
『
日
本
書
紀
』
の
述
作
者
の
問
題

を
視
野
に
入
れ
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
森
博
達
は
、
「
日
本
書
紀
』
の
記

述
に
用
い
ら
れ
た
漢
字
の
音
韻
や
語
法
を
分
析
し
て
、
全
体
を
β
群
（
巻

一
～
一
三
、
二
二
～
二
三
、
二
八
～
二
九
）
、
α
群
（
巻
一
四
～
一
二
、

二
四
～
二
七
）
、
そ
し
て
、
巻
三
○
の
三
つ
に
分
け
た
。
そ
の
、
う
え
で
、

α
群
を
中
国
人
述
作
者
に
よ
る
正
格
漢
文
で
の
記
述
、
β
群
を
日
本
人
の

（４）

手
に
よ
る
和
臭
の
残
る
漢
文
で
の
記
述
で
あ
る
と
指
摘
し
た
。

こ
の
区
分
に
従
う
と
、
「
時
人
」
の
使
用
が
地
名
起
源
讃
（
人
名
由
来

證
）
に
偏
る
崇
神
紀
～
允
恭
紀
（
巻
五
～
巻
一
三
）
は
β
群
に
属
す
る
。

前
述
の
よ
う
に
、
中
国
史
書
で
は
「
時
人
」
が
地
名
起
源
證
に
結
び
つ
く

と
い
う
傾
向
は
認
め
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
地
名
起
源
證
自
体
が
安
康
紀

以
降
に
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
い
こ
と
を
考
え
る
と
、
書
紀
前
半
に
お
け

る
、
用
例
の
地
名
起
源
證
へ
の
偏
向
を
、
日
本
人
に
よ
る
「
時
人
」
の
誤

用
や
拡
大
使
用
だ
と
断
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
人
名
由
来
讃
に
関
し
て

は
、
崇
神
紀
～
允
恭
紀
、
推
古
紀
に
用
例
が
あ
り
、
や
は
り
、
β
群
で
の

使
用
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
用
例
に
関
し
て
は
、
中
国
史
書
に
も
似
た

よ
う
な
使
用
が
あ
る
た
め
、
漢
語
「
時
人
」
の
拡
大
使
用
と
考
え
る
必
要

はない。
そ
の
他
の
用
例
で
使
用
法
を
比
較
し
て
み
て
も
、
α
群
と
β
群
と
の
間

で
大
き
な
違
い
は
み
ら
れ
な
い
。
つ
ま
り
、
「
時
人
」
と
い
う
言
葉
は
、

述
作
者
が
誰
で
あ
ろ
う
と
使
用
法
に
違
い
は
な
く
、
『
日
本
書
紀
』
に
お

い
て
ほ
ぼ
共
通
し
た
意
味
で
使
用
さ
れ
て
い
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
こ
で
、
各
天
皇
紀
の
情
報
量
と
用
例
数
を
比
較
し
て
み
る
。
垂
仁

紀
、
仲
哀
紀
、
欽
明
紀
、
崇
峻
紀
で
「
時
人
」
の
出
現
回
数
を
比
較
す
る

と
、
情
報
量
の
多
い
垂
仁
紀
、
欽
明
紀
に
用
例
が
な
い
の
に
対
し
て
、
情

報
量
の
少
な
い
仲
哀
紀
に
は
二
件
、
崇
峻
紀
に
は
一
例
の
用
例
が
見
ら

（５）
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
情
報
量
の
多
い
と
こ
ろ
に
用
例
が
多
い
と
い
う

関
係
が
否
定
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
「
日
本
書
紀
』
の
編
纂
者
は
、
情
報
量

の
多
い
少
な
い
に
関
係
な
く
、
「
時
人
」
と
い
う
言
葉
を
使
っ
て
記
述
す

べ
き
情
報
と
そ
う
で
な
い
も
の
と
を
主
体
的
に
区
別
し
て
い
た
と
考
え
ら

れ
る
。
清
寧
紀
か
ら
用
明
紀
の
範
囲
に
「
時
人
」
の
用
例
が
見
ら
れ
な
い

の
は
、
「
日
本
書
紀
』
が
参
照
し
た
で
あ
ろ
う
原
資
料
の
段
階
か
ら
す
で

に
、
「
時
人
」
と
い
う
言
葉
を
使
っ
て
記
述
す
べ
き
記
事
が
な
か
っ
た
か

ら
だ
と
い
え
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
漢
語
「
時
人
」
は
、
『
日
本
書
紀
」
の
ど
の
部
分

に
お
い
て
も
、
そ
の
よ
う
に
記
述
す
る
必
要
が
あ
る
記
事
に
対
し
て
、
ほ

ぼ
共
通
し
た
意
味
で
使
用
さ
れ
て
い
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ

は
、
「
時
人
」
と
い
う
言
葉
が
、
中
国
史
書
か
ら
の
引
用
語
と
し
て
存
在

し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
日
本
の
史
書
を
漢
文
で
書
く
と
い
う
行
為
に
密
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『
日
本
書
紀
』
に
お
い
て
「
時
人
」
と
い
う
言
葉
が
、
地
名
や
人
名
の

由
来
調
に
結
び
つ
い
て
使
用
さ
れ
て
い
る
例
は
『
日
本
書
紀
』
に
一
二
件

あ
り
、
神
武
紀
か
ら
允
恭
紀
の
間
に
片
寄
っ
て
分
布
し
て
い
る
。
い
く
つ

か
具
体
的
に
挙
げ
て
み
る
。

か
へ
く
さ
か
の
っ

た

を

た

け

ぴ

①
却
り
て
草
香
津
に
至
り
て
、
盾
を
植
て
て
雄
諾
し
た
ま
ふ
。
因
り

そ

の

な

づ

た

て

つ

い

た

で

っ

て
改
め
て
其
津
を
号
け
て
盾
津
と
日
ふ
。
今
蓼
津
と
云
へ
る
は

よ

こ

な

ぱ

く

さ

ゑ

説
れ
る
な
り
。
初
め
孔
舎
衛
に
、
人
有
り
て
大
き
な
る
樹
に
隠

わ
ざ
は
ひ
ま
い
か

よ

れ
て
、
難
に
免
る
る
こ
と
得
た
り
。
価
り
て
其
の
樹
を
指
し
て

う

つ

く

し

ぴ

お

も

と

き

の

ひ

と

日
は
く
、
「
恩
、
母
の
如
し
」
と
い
ふ
。
時
人
、
因
り
て
其
の

と
こ
ろ

お
も
の
ｇ
の
む
ら

お

も

の

き

よ
こ
な
ぱ

地
を
号
け
て
、
母
木
邑
と
日
ふ
。
今
妖
悶
廼
奇
と
云
ふ
は
説
れ

るなり。（
『
日
本
書
紀
」
神
武
天
皇
即
位
前
紀
戊
午
年
四
月
九
日
条
）

す

な

は

あ

ゆ

え

き
さ
き
の
た
ま

②
因
り
て
竿
を
挙
げ
て
、
乃
ち
細
鱗
魚
を
獲
つ
。
時
に
皇
后
の
日
は

か
れ
と
き
の
ひ
と

く
、
「
希
見
し
き
物
な
り
」
と
の
た
ま
ふ
。
故
、
時
人
、
其
の
処

な

づ

め

づ

ら

の

く

に

ま

つ

ら

を
号
け
て
、
梅
豆
羅
国
と
日
う
。
今
、
松
浦
と
謂
ふ
は
誰
れ
る
な

、叩ノ◎

二
日
本
書
紀
』
神
功
皇
后
摂
政
前
紀
夏
四
月
三
日
条
）

残
り
の
一
九
件
に
関
し
て
も
記
事
の
形
式
は
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ
る
。

人
名
の
由
来
讃
と
し
て
は
、

着
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
う
し
た
と
き
、
我
々
は
、
た
だ
た

だ
中
国
史
書
の
影
響
を
指
摘
す
る
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
漢
語
「
時
人
」

の
「
日
本
書
紀
』
内
で
の
意
味
を
考
察
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
い
え
る

だろ芦フ。

二
地
名
起
源
諌
・
人
名
由
来
謹
と
「
時
人
」

な
つ
さ
つ
き
つ
ち
の
え
ね
つ
い
た
ち
ひ
の
と
の
ひ
つ
じ
の
ひ
お
ほ
お
み
み
う

よ

も
も

③
夏
五
月
の
戊
子
の
朔
丁
未
に
大
臣
莞
せ
ぬ
。
価
り
て
桃

は

ら

の

は

か

は

ぷ

い

な

め

の

す

ぐ

ね

す

な

は

原
墓
に
葬
る
。
大
臣
は
稲
目
宿
祢
の
子
な
り
。
ｌ
中
略
ｌ
乃
ち

う
ち
い
さ
さ
か

は

よ

し
ま

庭
の
中
に
小
な
る
池
を
開
れ
り
。
価
り
て
小
な
る
鴫
を
池
の
中

つ

か

れ

し

ま

の

お

ほ

お

み

い

に
興
く
。
故
、
時
の
人
、
嶋
大
臣
と
日
ふ
。

含
日
本
書
紀
』
推
古
天
皇
三
十
四
年
五
月
二
十
日
条
）

そ
の
ほ
か
の
三
件
の
記
事
に
関
し
て
も
、
形
式
の
う
え
で
特
殊
な
点
は

見
い
だ
せ
な
い
。
し
か
し
、
人
名
由
来
調
に
結
び
つ
く
用
例
は
全
体
と
し

て
は
数
が
少
な
く
、
ま
た
、
「
後
漢
書
』
と
比
較
し
て
も
ほ
ぼ
同
じ
使
い

方
だ
と
い
っ
て
よ
い
。
従
っ
て
、
用
例
的
に
特
殊
な
も
の
は
地
名
起
源
調

と
「
時
人
」
と
の
結
び
つ
き
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

用
例
的
に
は
「
時
人
」
と
い
う
言
葉
の
多
く
が
地
名
起
源
誼
に
結
び
つ

い
て
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
逆
は
真

で
は
な
い
。
つ
ま
り
、
地
名
起
源
證
は
必
ず
し
も
「
時
人
」
に
よ
っ
て
記

述
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
「
時
人
」
に
よ
っ
て
記
述
さ
れ
る
地
名
起
源

調
と
そ
う
で
は
な
い
も
の
と
の
間
に
は
何
ら
か
の
違
い
が
あ
る
は
ず
で
あ

る
。
し
か
し
、
記
事
を
見
比
べ
た
だ
け
で
は
、
そ
の
よ
う
な
差
違
を
見
い

だ
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
差
違
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、
逆
説

的
で
は
あ
る
が
、
「
時
人
」
と
い
う
言
葉
の
意
味
を
、
よ
り
深
い
部
分
で

と
ら
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

地
名
起
源
讃
の
比
較
か
ら
「
時
人
」
の
意
味
を
探
る
こ
と
は
で
き
な
か

っ
た
。
こ
こ
で
、
今
度
は
そ
れ
以
外
の
記
事
に
目
を
向
け
て
み
る
こ
と
に

する。

あ

き

ふ

み

づ

き

た

か

ど

の

ま

あ

つ

き

こ

と

を

さ

④
④
秋
七
月
に
、
天
皇
と
皇
后
と
、
高
台
に
居
し
ま
し
て
避
暑
り

よ

な

よ

な

と

が

の

か

ね

た
ま
ふ
。
時
に
毎
夜
、
菟
餓
野
よ
り
、
鹿
の
鳴
聞
ゆ
る
こ
と
有

さ
や
か

あ
は
れ

り
。
其
の
声
、
蓼
亮
に
し
て
悲
し
・
共
に
可
怜
と
お
も
ほ
す

-５３-
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み
こ
こ
ろ

つ
ど
も
り
い
た

艶ご》」

》」》』

情
を
起
し
た
ま
ふ
。
月
尽
に
及
り
て
、
鹿
の
鳴
玲
え
ず
。
麦

の
た
ま

よ
こ
ひ

に
天
皇
、
皇
后
に
語
り
て
日
は
く
、
「
是
夕
に
当
り
て
、
鹿
鳴

く
る
つ
ひ
ゐ

か
ず
。
其
れ
何
に
由
り
て
な
ら
む
」
と
の
た
ま
ふ
。
明
日
、
猪

な

の

あ

が

た

お

ほ

に

へ

た

て

ま

つ

か

し

は

で

の

り

ご

と

名
県
の
佐
伯
部
、
苞
宜
献
れ
り
。
天
皇
、
膳
夫
に
令
し
て
問
こ
た

ひ
て
日
は
く
、
「
そ
の
苞
宜
は
何
物
ぞ
」
と
の
た
ま
ふ
。
対
へ

ま
う

し

か

て
言
さ
く
、
「
牡
鹿
な
り
」
と
ま
、
う
す
。
問
ひ
た
ま
は
く
、

い
づ
こ

ま
う

「
何
処
の
鹿
ぞ
」
と
の
た
ま
ふ
。
日
さ
く
、
「
菟
餓
野
の
な
り
」

お
も
ほ

》」

と
ま
う
す
。
時
に
天
皇
、
以
為
さ
く
、
是
の
苞
且
は
、
必
ず
其

の
鳴
き
し
鹿
な
ら
む
と
お
も
ほ
す
。
因
り
て
皇
后
に
語
り
て
日

わ
れ
こ
の
ご
ろ
も
の
お
も

ね

は
く
、
「
朕
、
比
懐
抱
ひ
つ
つ
有
る
に
、
鹿
の
声
を
聞
き
て

こ
こ
ろ
や
す

と

と

き

や
ま
の
お
し
は
か

慰
む
。
今
佐
伯
部
の
鹿
を
獲
れ
る
日
夜
及
び
山
野
を
推
る

わ

よ

に
、
即
ち
鳴
き
し
鹿
に
当
た
れ
り
。
其
の
人
、
朕
が
愛
み
す
る

た
ま
さ
か
い
え

や

こ
と
を
知
ら
ず
し
て
、
適
逢
に
捕
獲
た
り
と
錐
も
、
猶
已
む
こ

う
ら
め

か
れ

み
や
こ

と
得
ず
し
て
恨
し
き
こ
と
有
り
。
故
、
佐
伯
部
を
皇
居
に
近
づ

ほ
り

つ
か
さ

け
む
こ
と
を
欲
せ
じ
」
と
の
た
ま
ふ
。
乃
ち
有
司
に
令
し
て
、

あ

ぎ

ぬ

た

つ

か

は

こ

れ

お
や

安
芸
の
淳
田
に
移
郷
す
。
此
、
今
の
淳
田
の
佐
伯
部
の
祖
な
り

く
に
ひ
と

ひ
と
り
の
ひ
と

⑧
俗
の
日
へ
ら
く
、
「
昔
、
一
人
有
り
て
、
菟
餓
に
往
き
て
、

ふ
た
つ
か
た
は
ら

あ
か
つ
き

野
の
中
に
宿
れ
り
。
時
に
二
の
鹿
、
傍
に
臥
せ
り
。
鶏
鳴
に

を
し
か
め
し
か
か
た

及
ば
む
と
し
て
、
牡
鹿
、
牝
鹿
に
謂
り
て
日
は
く
、
『
吾
、

こ
よ
ひ
い
め

し
ら
し
も
さ
は
ふ

今
夜
夢
み
ら
く
、
白
霜
多
に
降
り
て
、
我
が
身
を
ば
覆
ふ
と
。

これ

さ

が

あ

是
、
何
の
祥
ぞ
」
と
い
ふ
。
牝
鹿
、
答
へ
て
日
は
く
『
汝
、
出

り行
か
む
と
き
に
、
必
ず
人
の
為
に
射
ら
れ
て
死
な
む
。
即
ち

し

ほ

も

し
ろ

白
塩
を
以
て
其
の
身
に
塗
ら
れ
む
こ
と
、
霜
の
素
き
が
如
く
な

し
る
し

う
ち
あ
や
し

ら
む
応
な
り
』
と
い
ふ
。
時
に
宿
れ
る
人
、
心
の
裏
に
異
ぶ
。

あ

け

ぽ

の

か

り

ぴ

と

こ

こ

未
及
昧
爽
に
、
猟
人
有
り
て
、
牡
鹿
を
射
て
殺
し
つ
。
是
を
以

し
か

い
め
あ
は
せ
ま
に
ま

て
、
時
人
の
諺
に
日
は
く
、
『
鳴
く
牡
鹿
な
れ
や
、
相
夢
の
随

（６）

に
』
と
い
ふ
」
と
い
へ
り
。

二
日
本
書
紀
』
仁
徳
天
皇
三
十
八
年
七
月
条
）

こ
れ
は
、
淳
田
の
佐
伯
部
の
起
源
説
話
で
、
⑧
の
「
俗
の
日
へ
ら
く
」

以
降
の
部
分
か
ら
視
点
が
変
わ
り
、
こ
の
事
件
を
鹿
の
側
か
ら
み
た
形
に

な
っ
て
い
る
。
こ
の
⑧
と
同
じ
説
話
は
「
摂
津
国
風
土
記
」
逸
文
に
も
収

録
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
興
味
深
い
の
は
、
そ
の
内
容
も
さ
る
こ
と
な
が

ら
、
『
日
本
書
紀
」
に
お
け
る
記
述
の
さ
れ
方
で
あ
る
。

⑧
の
説
話
は
、
「
俗
の
日
へ
ら
く
」
と
い
う
前
置
き
か
ら
始
ま
っ
て
い

る
。
こ
の
「
俗
」
は
『
日
本
書
紀
」
編
纂
の
時
代
に
⑧
の
説
話
を
伝
承
し

て
い
た
人
々
と
理
解
し
て
問
題
な
い
だ
ろ
う
。
そ
う
し
た
と
き
、
こ
の
説

話
中
の
「
時
人
」
は
ど
の
よ
う
に
解
釈
し
得
る
か
。

こ
こ
で
、
『
日
本
書
紀
』
が
参
照
し
た
、
⑧
の
説
話
を
含
む
原
資
料
の

存
在
を
想
定
し
て
み
る
。
説
話
の
引
用
が
「
俗
の
日
へ
ら
く
」
か
ら
始
ま

り
、
「
時
人
」
と
い
う
言
葉
は
そ
の
引
用
の
中
に
み
ら
れ
る
の
だ
か
ら
、

そ
の
資
料
の
中
に
は
す
で
に
「
時
人
」
と
い
う
言
葉
が
含
ま
れ
て
い
た
と

考
え
ら
れ
る
。
「
時
人
」
と
い
う
言
葉
が
実
際
に
使
わ
れ
て
い
た
と
い
う

断
定
は
で
き
な
く
て
も
、
少
な
く
と
も
、
そ
の
よ
う
に
書
く
こ
と
が
必
要

と
さ
れ
る
よ
う
な
記
述
が
さ
れ
て
い
た
と
ま
で
は
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

説
話
の
担
い
手
で
あ
る
「
俗
」
が
、
「
鳴
く
牝
鹿
な
れ
や
、
相
夢
の
随
に
」

と
い
う
「
諺
」
を
、
「
時
人
」
の
「
諺
」
と
記
述
し
て
い
た
（
「
時
人
」
の

使
用
自
体
は
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
当
時
の
人
々
の
諺
と
い
う
よ
う
な
記

述
が
あ
っ
た
）
と
す
れ
ば
そ
れ
は
何
を
意
味
す
る
の
か
。

結
論
を
先
取
り
し
て
し
ま
う
と
、
こ
こ
で
「
時
人
」
と
い
う
言
葉
は
、

こ
の
「
諺
」
が
す
で
に
、
⑧
の
説
話
を
語
っ
て
い
た
人
々
に
と
っ
て
過
去

-５４-



｢時人」の諸相

の
も
の
と
な
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
を
表
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ｌ
現

在
で
は
そ
の
よ
う
に
言
、
フ
も
の
は
い
な
い
が
、
当
時
は
そ
う
い
っ
て
い

た
。
ｌ
「
日
本
書
紀
」
に
お
け
る
⑧
の
説
話
の
記
述
方
法
か
ら
は
、
説

話
を
流
通
さ
せ
る
人
々
に
と
っ
て
の
〈
今
〉
と
い
う
時
間
に
お
い
て
、
失

わ
れ
た
記
憶
を
記
述
す
る
た
め
の
方
法
、
そ
れ
こ
そ
が
「
時
人
」
と
い
う

言
葉
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
み
え
て
く
る
。

「
諺
」
と
関
連
さ
せ
て
、
さ
ら
に
詳
し
く
「
時
人
」
と
い
う
言
葉
の
意

味
を
解
き
明
か
し
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。

こ

れ

よ

の

ひ

と

い

は

ゆ

か

へ

し

や

い

こ

と

の

も

と

⑤
此
世
人
の
所
謂
る
、
反
矢
畏
む
く
し
と
い
ふ
縁
な
り
。

（
『
日
本
書
紀
』
神
代
下
第
九
段
本
文
）

こ
れ
は
、
ア
メ
ワ
カ
ヒ
コ
が
天
か
ら
の
使
者
と
し
て
や
っ
て
き
た
推
を

矢
で
射
殺
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の
矢
が
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
ノ
ミ
コ
ト
の
手
元
に

届
い
て
し
ま
い
、
そ
の
矢
を
投
げ
返
さ
れ
て
今
度
は
ア
メ
ワ
カ
ヒ
コ
が
死

ぬ
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
神
話
の
末
尾
の
部
分
で
あ
る
．
こ
の
記
事
は
神

代
紀
下
第
九
段
一
書
第
一
に
も
ほ
ぼ
同
じ
形
で
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ

で
は
、
明
確
に
「
諺
」
で
あ
る
と
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
こ
の
「
反
矢

畏
む
く
し
」
も
実
質
的
に
は
「
諺
」
と
同
じ
も
の
で
あ
る
と
み
ら
れ
る
。

前
述
の
よ
う
に
、
神
代
紀
は
神
の
時
代
の
物
語
で
あ
り
、
そ
れ
は
世
界

の
起
源
を
語
る
た
め
の
物
語
で
あ
る
。
神
代
紀
の
登
場
人
物
は
神
で
あ

り
、
人
で
は
な
い
。
そ
う
す
る
と
、
必
然
的
に
「
時
人
」
と
い
う
言
葉
を

使
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
く
な
る
は
ず
で
あ
る
。
実
際
、
神
代
紀
に
「
時

人
」
の
用
例
は
一
件
も
な
い
。

し
か
し
、
こ
こ
で
は
「
世
人
」
と
い
う
言
葉
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
神

代
紀
は
神
の
時
代
の
物
語
で
あ
り
、
そ
こ
で
使
用
さ
れ
て
い
る
以
上
、
こ

の
「
世
人
」
も
神
代
と
い
う
時
間
に
所
属
す
る
人
々
で
は
な
い
。
「
世
」

と
い
う
漢
字
の
意
味
自
体
は
「
世
間
」
と
か
「
世
の
中
」
と
い
う
意
味
で

あ
る
か
ら
、
「
世
人
」
は
、
「
時
人
」
と
違
い
、
時
間
的
な
意
味
を
持
た
な

い
言
葉
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
う
し
た
と
き
、
時
間
を
縦
に
湖
る
こ

と
の
で
き
な
い
「
世
人
」
が
所
属
す
る
時
間
は
、
『
日
本
書
紀
」
を
編
纂

す
る
人
々
が
生
き
る
、
彼
ら
に
と
っ
て
の
現
在
ｌ
す
な
わ
ち
、
〈
今
〉

ｌ
で
あ
る
。
「
世
人
」
は
そ
の
よ
う
な
〈
今
〉
と
い
う
時
間
に
属
す
る

人
々
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
次
の
記
事
で
も
同
様
の
こ
と
が
い
え
る
。

き
ぎ
し
ひ
た
つ
か
ひ

⑥
此
、
世
の
所
謂
る
、
錐
の
頓
使
の
縁
な
り
。

（
『
日
本
書
紀
』
神
代
下
第
九
段
一
書
第
六
）

こ
の
場
合
で
も
、
「
世
」
と
い
う
言
葉
は
時
間
性
を
持
っ
て
い
な
い
。

〈
今
〉
と
い
う
同
時
代
内
で
広
が
り
を
持
っ
た
集
団
と
し
て
の
「
世
人
」

の
間
に
、
こ
の
「
錐
の
頓
使
」
と
い
う
コ
ト
バ
が
広
ま
っ
て
い
た
こ
と
を

表
し
て
い
る
。
こ
の
記
事
の
場
合
は
『
古
事
記
」
に
も
、

かれ

ひ
た
つ
か
ひ

⑦
故
今
に
諺
に
、
「
錐
の
頓
使
。
」
と
日
ふ
本
こ
れ
な
り
。

含古事記」上巻）

と
あ
り
、
「
今
」
と
い
う
言
葉
が
明
記
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の

「
諺
」
が
属
す
る
時
間
が
、
『
古
事
記
』
編
纂
者
が
生
き
る
時
間
と
し
て
の

〈
今
〉
で
あ
る
こ
と
が
明
確
に
わ
か
る
。

⑥
⑦
の
資
料
に
お
け
る
「
世
人
」
に
よ
る
記
述
の
方
法
と
、
「
時
人
」

に
よ
る
記
述
の
方
法
と
を
比
較
し
て
み
る
と
、
「
時
人
」
と
い
う
言
葉
が
、

〈
今
〉
と
い
う
時
間
と
対
立
す
る
概
念
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
。
す
な
わ
ち
、
「
時
人
」
と
い
う
言
葉
は
、
〈
今
〉
と
い
う
時
間
に

お
い
て
す
で
に
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
記
憶
（
そ
れ
は
、
「
諺
」
や
地
名
な

ど
、
過
去
の
あ
る
時
点
に
生
き
た
人
々
が
持
っ
て
い
た
コ
ト
バ
で
あ
る
）

を
文
章
と
し
て
記
述
す
る
た
め
の
方
法
で
あ
り
、
〈
今
〉
に
お
い
て
は
、

- ５ ５ -



｢時人」の諸相

「
日
本
書
紀
」
に
お
い
て
、
「
時
人
」
と
い
う
言
葉
が
ど
の
よ
う
な
認
識

で
使
用
さ
れ
て
い
た
の
か
、
そ
の
意
味
を
考
察
し
て
き
た
。
次
に
、
「
時

人
」
が
社
会
的
な
発
言
と
結
び
つ
い
て
使
わ
れ
て
い
る
用
例
を
分
析
し
て

いノく、。「
時
人
」
が
、
社
会
的
な
事
件
を
記
述
し
た
記
事
と
、
そ
の
事
件
に
対

す
る
人
々
の
発
言
に
結
び
つ
い
て
い
る
用
例
は
、
「
時
人
」
が
地
名
起
源

讃
に
結
び
つ
い
て
い
る
用
例
が
神
武
紀
か
ら
允
恭
紀
の
範
囲
、
す
な
わ

人
々
が
共
通
の
も
の
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
情
報
を

記
述
す
る
た
め
の
言
葉
な
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
「
時
人
」
に
よ
っ
て

記
述
さ
れ
る
情
報
は
、
〈
今
〉
に
お
い
て
、
既
に
伝
承
の
中
に
し
か
存
在

し
て
い
な
い
。
そ
の
点
に
、
「
時
人
」
と
い
う
言
葉
の
真
の
意
味
が
隠
さ

れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
「
時
人
」
と
い
う
言
葉
に
対
す
る
理

解
は
、
地
名
起
源
證
に
結
び
つ
い
て
い
る
「
時
人
」
に
も
同
様
に
当
て
は

（７）

め
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
「
時
人
」
と
い
う
言
葉
を
持
た
な
い
地
名
起
源
謂
の
存
在
も
、

こ
れ
で
説
明
が
つ
く
。
「
時
人
」
と
い
う
言
葉
は
〈
今
〉
に
伝
わ
ら
な
い

情
報
を
記
述
す
る
た
め
の
方
法
で
あ
る
の
だ
か
ら
、
「
時
人
」
と
い
う
言

葉
を
使
わ
ず
に
記
述
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
地
名
が
『
日
本
書

紀
」
編
纂
者
の
生
き
る
〈
今
〉
に
お
い
て
も
残
存
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

を
表
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
時
間
を
縦
に
湖
っ
た
と
こ
ろ

に
範
囲
を
決
定
す
る
「
時
人
」
を
使
用
す
る
必
要
が
な
か
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
の
で
あ
る
。三

「
時
人
」
の
発
言

ち
、
歴
史
的
に
早
い
時
代
に
相
当
す
る
記
事
に
集
中
し
て
い
た
の
と
は
対

照
的
に
、
崇
峻
紀
か
ら
天
武
紀
下
の
範
囲
、
す
な
わ
ち
歴
史
的
に
は
『
日

本
書
紀
」
編
纂
の
〈
今
〉
に
比
較
的
近
い
時
代
に
相
当
す
る
記
事
に
集
中

し
て
現
れ
る
。
前
掲
の
一
覧
表
で
は
、
注
７
で
指
摘
し
た
も
の
と
応
神
紀

九
年
夏
四
月
条
の
用
例
を
除
い
た
も
の
が
ほ
ぼ
こ
れ
に
当
た
る
と
い
っ
て

よ
い
だ
ろ
う
。
い
く
つ
か
の
用
例
を
も
と
に
、
「
時
人
」
の
発
言
が
ど
の

よ
、
フ
に
記
述
さ
れ
る
の
か
を
考
察
し
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

と
き
の
ひ
と

か

ぞ

あ

め

こ

の

か

み

⑧
時
人
の
日
は
く
、
「
父
は
是
天
な
り
。
兄
亦
君
な
り
。
其
れ
天

あ
な
づ

つ
み
ま
い
か

を
慢
り
君
に
違
ひ
な
ば
、
何
ぞ
謙
を
免
る
る
こ
と
得
む
」
と
い

ふ
。
二
日
本
書
紀
」
仲
哀
天
皇
元
年
閏
十
一
月
四
日
条
）

こ
の
記
事
は
「
時
人
」
が
社
会
的
な
事
件
に
対
す
る
発
言
と
結
び
つ
い

て
使
用
さ
れ
て
い
る
用
例
の
初
出
で
あ
る
。
仲
哀
天
皇
が
父
で
あ
る
日
本

武
尊
に
捧
げ
る
た
め
に
献
上
さ
せ
た
白
鳥
を
、
天
皇
の
異
母
弟
に
あ
た
る

あ
し
か
み
の
か
ま
み
わ
け
の
み
こ

蘆
髪
蒲
見
別
王
が
奪
っ
て
焼
き
殺
し
た
た
め
に
詠
殺
さ
れ
た
と
い
う
説

話
記
事
の
末
尾
に
付
け
加
え
ら
れ
て
い
る
。
「
父
は
是
天
な
り
。
兄
亦
君

（８）

な
り
。
」
の
部
分
に
は
中
国
文
献
か
ら
の
影
響
が
見
ら
れ
る
た
め
、
こ
の

用
例
は
儒
教
的
教
訓
を
盛
り
込
ん
だ
文
飾
で
あ
る
可
能
性
は
高
い
。
し
か

し
、
そ
の
よ
、
フ
な
文
飾
が
「
時
人
」
と
い
、
フ
言
葉
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
記
述
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。

古
い
時
代
の
用
例
を
も
う
一
つ
ひ
い
て
お
こ
う
。

え
み
し
そ
む

た
ぢ
つ
か
は

⑨
五
十
五
年
に
、
蝦
夷
、
叛
け
り
。
田
道
を
遣
し
て
撃
た
し
む
。
即

い
し
の
み
と
み
う

つ
か
ひ
び
と

ち
蝦
夷
の
為
に
敗
ら
れ
て
、
伊
時
水
戸
に
死
せ
ぬ
。
時
に
従
者

た
ま
き

め

有
り
て
、
田
道
の
手
纏
を
取
り
得
て
、
其
の
妻
に
与
ふ
。
乃
ち
手

わ
な

か
な
し

纏
を
抱
き
て
縊
き
死
ぬ
。
時
人
、
聞
き
て
流
涕
ぶ
。
是
の
後
に
、

お
そ
お
ほ
み
た
か
ら
か
す

蝦
夷
、
亦
襲
ひ
て
人
民
を
略
む
。
因
り
て
、
田
道
が
墓
を
掘
る
。
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お
ろ
ち

い
か
ら

則
ち
大
蛇
有
り
て
、
目
を
発
順
し
て
墓
よ
り
出
で
て
咋
ふ
。
蝦

こ

と

ご

と

く

あ

し

き

い

き

か

う

ぷ

さ

は

し

た
だ
ひ
と
り
ふ
た
り

夷
、
悉
に
蛇
の
毒
を
被
り
て
、
多
に
死
亡
ぬ
。
唯
一
二

の
ひ
と
ま
ぬ
か

人
免
る
る
こ
と
得
つ
ら
く
の
み
。
故
、
時
人
の
云
は
く
、
「
田

し

い
へ
ど

あ
た
む
く

道
、
既
に
亡
に
た
り
と
錐
も
、
遂
に
讐
を
報
ゆ
。
何
ぞ
死
に
た
る

さ
と
り

人
の
知
無
か
ら
む
や
」
と
い
ふ
。

（
『
日
本
書
紀
』
仁
徳
天
皇
五
十
五
年
条
）

き
わ
め
て
説
話
的
、
伝
奇
的
な
記
事
で
あ
る
。
こ
の
記
事
の
内
容
が
事

実
で
あ
る
か
否
か
を
論
じ
る
こ
と
は
無
意
味
で
あ
る
。
し
か
し
、
⑨
の
記

事
の
本
文
の
「
唯
一
二
人
免
る
る
こ
と
得
つ
ら
く
の
み
」
と
い
う
記
述
は

興
味
深
い
。
彼
ら
生
き
残
っ
た
蝦
夷
は
こ
の
説
話
の
中
で
証
人
と
し
て
の

機
能
を
果
た
し
て
い
る
。
全
員
が
死
ん
で
し
ま
っ
て
は
、
説
話
の
リ
ア
リ

テ
ィ
は
保
持
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
記
事
の
報
告
者
が
こ
の
蝦
夷

で
あ
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
が
、
生
存
者
が
い
る
（
語
ら
れ
て
い
る
）
お

か
げ
で
、
こ
の
話
は
、
に
わ
か
に
リ
ア
リ
テ
ィ
を
獲
得
す
る
こ
と
に
成
功

し
て
い
る
。
こ
の
部
分
は
、
そ
の
よ
管
フ
な
効
果
を
持
っ
た
表
現
で
あ
る
と

読
め
る
し
、
そ
の
点
か
ら
も
こ
の
説
話
が
あ
る
時
代
に
人
々
の
間
に
流
通

し
て
語
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
い
、
フ
推
測
も
成
り
立
つ
。

こ
こ
で
の
「
時
人
」
は
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
の
か
。
こ
の

場
合
説
話
が
流
通
し
て
い
た
時
代
は
、
お
そ
ら
く
『
日
本
書
紀
」
編
纂
者

が
生
き
る
時
代
で
あ
る
〈
今
〉
で
は
な
い
。
し
か
し
、
「
時
人
」
が
こ
の

物
語
を
聞
き
、
「
流
涕
」
み
、
「
田
道
、
既
に
亡
に
た
り
と
錐
も
、
遂
に
響

を
報
ゆ
。
何
ぞ
死
に
た
る
人
の
知
無
か
ら
む
や
」
と
評
し
た
と
、
「
日
本

書
紀
』
が
記
述
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
説
話
は
、
物
語
の
時
代
に
還

元
さ
れ
て
い
く
。
逆
に
い
え
ば
、
〈
今
〉
に
属
さ
な
い
説
話
を
記
述
す
る

た
め
に
、
「
時
人
」
と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。

「
日
本
書
紀
」
は
、
忠
臣
田
道
の
英
雄
伝
説
と
そ
の
妻
の
物
語
と
い
う

〈
今
〉
に
伝
わ
ら
な
い
説
話
が
、
「
時
人
」
と
い
う
過
去
の
あ
る
時
代
に
お

け
る
同
時
代
的
な
性
格
を
持
つ
人
々
に
よ
っ
て
口
々
に
語
ら
れ
た
と
記
述

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
説
話
を
史
書
の
中
に
固
定
す
る
こ
と
が
で
き

た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

伝
奇
的
人
物
で
は
な
い
が
、
「
続
日
本
紀
』
に
お
け
る
道
照
の
卒
伝
も
、

説
話
の
成
立
に
関
し
て
興
味
深
い
示
唆
を
与
え
て
く
れ
る
。

わ
じ
や
う
み
ま
か

つた

⑩
三
月
己
未
、
道
照
和
尚
物
化
り
ぬ
。
ｌ
中
略
１
世
伝
へ
て
云
は

お
は

う

が

ら

ほ

れ

く
、
「
火
葬
し
畢
り
て
、
親
族
と
弟
子
と
相
争
ひ
て
、
和
上
の
骨

お
さ

つ
む
じ
た
ち
ま
ち

は
ひ
ほ
れ

を
取
り
て
数
め
む
と
欲
す
る
に
瓢
風
忽
に
起
り
て
、
灰
骨
を
吹

あ

つひ

あ
や
し

き
鴎
げ
て
、
終
に
そ
の
処
を
知
ら
ず
。
時
の
人
異
ぶ
」
と
い
へ

、叩ノ。

（
「
続
日
本
紀
』
文
武
天
皇
四
年
三
月
十
日
条
）

こ
の
記
事
で
は
、
「
時
の
人
」
は
事
件
当
時
に
お
け
る
同
時
代
的
な
証

人
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
こ
の
場
合
で
は
、
高
僧
の
死
に
際
し
て
起

こ
っ
た
奇
跡
が
、
当
時
の
人
々
の
〈
ウ
ワ
サ
〉
と
な
っ
た
と
読
む
こ
と
が

で
き
る
。
「
時
人
」
と
い
う
事
件
当
時
の
同
時
代
的
な
証
人
の
存
在
が
、

『
続
日
本
紀
』
編
纂
時
の
〈
今
〉
に
お
け
る
こ
の
伝
承
の
正
当
性
を
保
証

し
て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
根
拠
の
な
い
一
過
性
の
〈
ウ
ワ
サ
〉

が
、
〈
今
〉
に
お
い
て
、
高
僧
の
卒
伝
と
い
う
形
で
「
続
日
本
紀
』
の
な

か
に
文
章
と
し
て
固
定
し
た
の
だ
。
そ
れ
も
、
「
時
人
」
と
い
う
証
人
を

与
え
ら
れ
て
。
こ
の
記
事
か
ら
は
、
そ
う
い
っ
た
個
人
の
伝
説
の
発
生
の

契
機
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

こ
こ
で
、
「
時
人
」
に
よ
っ
て
記
述
さ
れ
る
代
表
的
な
記
事
と
し
て
、

紙
幅
の
関
係
上
詳
細
に
論
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
「
ワ
ザ
ウ
タ
」
に

も
触
れ
て
お
き
た
い
。
「
ワ
ザ
ウ
タ
」
は
、
ｉ
「
童
謡
」
と
記
さ
れ
「
時
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人
」
の
解
釈
が
付
け
加
え
ら
れ
る
も
の
、
《
Ⅲ
「
童
謡
」
と
記
さ
れ
る
が
解

釈
が
記
さ
れ
な
い
も
の
、
通
「
童
謡
」
と
記
さ
れ
ず
「
時
人
」
の
「
歌
」

と
記
さ
れ
る
も
の
の
三
種
に
分
け
ら
れ
る
。

ｉ
は
次
の
よ
う
な
形
で
記
述
さ
れ
る
。

はか

か
み
つ
み
や
み
こ
た
ち
す

⑪
戌
午
に
、
蘇
我
臣
入
鹿
、
独
り
謀
り
て
、
上
宮
の
王
等
を
綴
て

ふ
る
ひ
と
の
お
ほ
え

わ
ざ
う
た

て
、
古
人
大
兄
を
立
て
て
天
皇
と
せ
む
と
す
る
。
時
に
童
謡
有
り

て
日
は
く
、

へ

さ
る

た

岩
の
上
に
小
猿
米
焼
く
米
だ
に
も
食
げ
て
通
ら
せ

か
ま
し
し
を
ぢ

山
羊
の
老
翁

ｌ
中
略
ｌ

さ
き
わ
ざ
う
た
こ
た
へ

時
の
人
、
前
の
謡
の
応
を
説
き
て
日
は
く
、
弓
岩
の
上
に
』
と

た
と

い
ふ
を
以
て
は
、
上
宮
に
職
ふ
。
『
小
猿
』
と
い
ふ
を
以
て
は
、

林
臣
に
嚥
ふ
。
「
米
焼
く
』
と
い
ふ
を
以
て
は
、
上
宮
を
焼
く
に

職
ふ
。
『
米
だ
に
も
食
げ
て
通
ら
せ
山
羊
の
老
翁
』
と
い
ふ

や
ま
し
ろ
の
み
こ
み
ぐ
し
ふ
ふ
き

を
以
て
は
、
山
背
王
の
頭
髪
斑
雑
毛
に
し
て
山
羊
に
似
た
る
に

す

か

く

し

る

し

職
ふ
。
又
其
の
宮
を
棄
捨
て
て
深
き
山
に
匿
れ
し
相
な
り
」
と
い

ふ。（
「
日
本
書
紀
」
皇
極
天
皇
二
年
十
月
十
二
日
条
・
十
一
月
一
日

条）
こ
の
場
合
で
も
、
「
時
人
」
が
、
『
日
本
書
紀
』
編
纂
者
の
生
き
る

〈
今
〉
に
残
ら
な
い
情
報
を
記
述
す
る
た
め
の
言
葉
で
あ
る
と
い
う
点
に

は
ほ
と
ん
ど
変
わ
り
は
な
い
。
「
時
人
」
が
こ
の
歌
謡
の
「
応
」
を
「
説
」

く
と
あ
る
の
だ
か
ら
、
こ
こ
で
は
、
歌
謡
の
解
釈
が
〈
今
〉
と
異
な
っ
て

い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
一
方
で
》
皿
の
よ
、
フ
な
形
の
「
童
謡
」
が
あ
る

こ
と
を
考
え
る
と
、
歌
謡
自
体
は
〈
今
〉
に
残
っ
て
い
る
が
（
資
料
し
べ

ル
で
の
残
存
か
、
伝
承
レ
ベ
ル
で
の
残
存
か
は
別
に
論
じ
る
必
要
が
あ
る

が
）
、
そ
の
解
釈
に
お
い
て
、
〈
今
〉
と
は
違
い
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
⑩
の
場
合
で
は
、
〈
今
〉
で
は
こ
の
よ
う
な
解
釈
（
山
背
大
兄
王
と

蘇
我
入
鹿
と
に
結
び
つ
け
た
解
釈
）
を
す
る
者
は
い
な
い
が
、
事
件
当
時

の
人
々
の
間
で
は
そ
の
よ
、
フ
な
解
釈
が
行
わ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
を
記

述
し
た
も
の
だ
と
読
む
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
一
般
的
に
「
ワ
ザ
ウ
タ
」
と
の
関
係
で
論
じ
ら
れ
る
こ
と
の
多

い
猫
の
形
の
歌
謡
（
野
明
天
皇
即
位
前
紀
、
皇
極
紀
三
年
七
月
条
）
に
関

し
て
も
、
〈
今
〉
の
人
々
と
事
件
当
時
の
人
々
と
の
解
釈
面
に
お
け
る
差

を
埋
め
る
た
め
の
方
法
と
し
て
、
「
時
人
」
が
使
わ
れ
て
い
る
と
見
る
こ

とができる。
た

だ

こ

の

か

み

け

つ

か

は

ら

や

か

く

ひ

と

り

⑫
唯
し
兄
子
に
あ
た
る
毛
津
の
み
、
尼
寺
の
瓦
舎
に
匿
る
。
即
ち
一

ふ
た
り

を
か

こ
こ
ひ
と
り
う
は
な
り
ね
た
み
あ
ら
は

二
の
尼
を
軒
し
つ
。
是
に
、
一
の
尼
嫉
妬
し
て
顕
す
。
寺
を

かく

す
な
は

よ

囲
み
て
捕
へ
む
と
す
。
乃
ち
出
で
て
畝
傍
山
に
入
る
。
因
り
て
山

あ
な
ぐ

や
ま
の
な
か
み
う

を
探
る
。
毛
津
逃
げ
て
入
る
所
無
し
。
頚
を
刺
し
て
山
中
に
死

せぬ。
時
の
人
の
歌
ひ
て
日
は
く
、

こ
た
ち

け

つ

わ

く

ご

こ

も

畝
傍
山
木
立
薄
け
ど
頼
み
か
も
毛
津
の
若
子
の
龍

ら
せ
り
け
む
亀
日
本
書
紀
』
野
明
天
皇
即
位
前
紀
）

こ
の
歌
謡
に
は
、
毛
津
臣
に
同
情
的
な
気
持
ち
を
表
し
た
歌
と
す
る

（９）

（旧）

解
釈
と
、
毛
津
臣
へ
の
椰
楡
と
す
る
解
釈
の
二
通
り
が
あ
る
。
こ
こ
で
重

要
に
な
っ
て
く
る
の
は
、
や
は
り
こ
の
歌
謡
が
「
時
人
」
の
歌
と
し
て
記

載
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
歌
謡
は
「
時
人
」
の
歌
と
記
述
さ
れ

て
い
る
以
上
、
耆
紀
編
纂
の
〈
今
〉
の
人
々
の
間
で
は
す
で
に
由
縁
不
明

の
も
の
と
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
書
紀
編
纂
者
は
、
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〈
今
〉
に
お
い
て
ど
う
で
あ
ろ
う
と
も
、
⑫
の
歌
謡
は
こ
の
位
置
に
収
め

ら
れ
る
こ
と
が
も
っ
と
も
正
し
い
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
保
証
す

る
の
が
、
同
時
代
的
に
こ
の
歌
謡
を
享
受
し
て
い
た
「
時
人
」
の
存
在
な

のだ。前
後
を
載
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
こ
の
説
話
は
、
田
村
皇
子
を
皇

位
に
つ
け
よ
う
と
す
る
蘇
我
氏
の
策
略
、
つ
ま
り
、
聖
徳
太
子
の
息
子
で

あ
る
山
背
大
兄
王
排
斥
の
記
録
で
あ
る
。
『
日
本
書
紀
』
が
聖
徳
太
子
を

聖
人
と
し
て
描
こ
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
こ
の
歌
謡
は

〈
今
〉
に
お
い
て
は
聖
徳
太
子
の
息
子
を
守
る
、
フ
と
し
た
毛
津
臣
へ
の
同

情
と
解
釈
さ
れ
て
い
た
可
能
性
は
大
き
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
し
か

し
、
そ
の
よ
う
な
歌
謡
の
解
釈
は
あ
く
ま
で
も
〈
今
〉
の
も
の
で
あ
っ
て

事
件
当
時
に
は
遡
れ
な
い
こ
と
を
書
紀
編
纂
者
は
知
っ
て
い
た
。
だ
か

ら
、
こ
の
歌
謡
は
「
時
人
」
の
歌
と
し
て
載
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
の
だ
。
よ
っ
て
、
こ
の
歌
謡
を
記
事
の
記
載
年
に
お
い
て
解
釈
す
れ

ば
、
毛
津
臣
へ
の
椰
楡
や
か
ら
か
い
の
歌
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

「
時
人
」
は
こ
の
記
事
に
お
い
て
は
、
〈
今
〉
と
の
解
釈
の
差
を
埋
め
る
た

め
の
働
き
を
し
て
い
る
と
い
え
る
。

⑨
⑩
は
説
話
の
流
通
と
い
う
観
点
か
ら
分
析
し
た
が
、
崇
峻
紀
以
降
に

は
言
説
の
流
通
と
も
い
え
る
、
〈
ウ
ワ
サ
〉
に
近
い
記
事
が
頻
出
す
る
。

あ
ひ
か
た

⑬
時
の
人
、
相
謂
り
て
日
は
く
、
「
蘇
我
大
臣
の
妻
は
、
是
物
部
守

い
る
も

み
だ
り
は
か
り
ご
と

屋
大
連
の
妹
な
り
。
大
臣
、
妄
に
妻
の
計
を
用
ゐ
て
、
大
連
を

殺
せ
り
」
と
い
ふ
。
（
「
日
本
書
紀
』
崇
峻
天
皇
即
位
前
紀
）

⑬
は
蘇
我
馬
子
が
物
部
守
屋
を
攻
め
滅
ぼ
し
た
事
件
記
事
の
末
尾
に
付

け
加
え
ら
れ
て
い
る
一
文
で
あ
る
。
「
相
謂
り
て
日
は
く
」
と
い
う
記
述

は
こ
の
言
説
の
〈
ウ
ワ
サ
〉
的
な
性
質
を
よ
く
表
し
て
い
る
。
こ
の
言
説

は
、
人
と
人
と
が
何
か
に
つ
い
て
話
し
合
う
こ
と
に
よ
っ
て
流
布
す
る
情

報
で
あ
り
、
「
日
本
書
紀
」
が
、
「
時
の
人
」
と
い
う
あ
る
時
代
に
お
け
る

同
時
代
的
な
性
格
を
持
つ
人
々
に
こ
の
言
説
を
担
わ
せ
て
い
る
こ
と
か
ら

考
え
る
と
、
〈
今
〉
に
お
い
て
こ
の
よ
う
な
認
識
は
存
在
し
て
お
ら
ず
、

時
間
的
に
一
過
性
の
言
説
だ
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
「
時
の
人
、
相
謂

り
て
日
は
く
」
-
１
１
当
時
の
人
々
は
皆
こ
う
言
っ
て
い
た
ｌ
と
い
う
表

現
は
こ
の
言
説
の
〈
ウ
ワ
サ
〉
的
な
性
格
を
示
唆
し
て
い
る
。

内
容
的
に
も
蘇
我
馬
子
が
物
部
守
屋
を
滅
ぼ
し
た
理
由
が
、
守
屋
の
同

（Ⅱ）

族
（
実
際
に
は
守
屋
の
姪
）
の
入
れ
知
恵
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
の
言
説

は
、
か
な
り
刺
激
的
な
内
容
だ
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
『
日
本
書
紀
』
か
ら

こ
の
言
説
の
真
偽
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
蘇
我
氏
に
よ
る
物

部
氏
討
伐
の
政
治
的
理
由
を
考
え
る
と
、
ど
の
程
度
こ
の
言
説
に
信
葱
性

が
あ
る
の
か
と
い
う
点
に
は
疑
問
が
残
る
。
だ
が
、
〈
ウ
ワ
サ
〉
の
真
偽

を
問
う
こ
と
に
意
味
は
な
い
。
こ
の
事
件
に
お
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
言

説
が
事
件
当
時
の
人
々
に
よ
っ
て
ま
こ
と
し
や
か
に
〈
ウ
ワ
サ
〉
さ
れ
、

多
く
は
そ
の
言
説
を
信
じ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
『
日
本
書
紀
」

の
編
纂
者
が
こ
の
言
説
を
、
事
件
の
記
事
の
末
尾
に
わ
ざ
わ
ざ
（
こ
の
部

分
が
基
本
的
に
必
要
で
な
い
こ
と
は
記
事
を
読
め
ば
明
ら
か
で
あ
る
）

「
時
人
」
の
語
を
用
い
て
付
け
加
え
た
の
も
、
こ
の
言
説
が
当
時
の
人
々

に
、
事
件
の
背
景
を
も
っ
と
も
正
確
に
説
明
し
て
い
る
と
信
じ
ら
れ
た
、

す
な
わ
ち
、
〈
ウ
ワ
サ
〉
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
認
識
に
立
っ
て

い
た
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
い
わ
ば
、
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
で
は
な
い
事
件

の
真
相
と
し
て
採
用
し
た
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

ひ

む

が

し

す

な

は

い

か

づ

ち

⑭
大
き
な
る
星
、
東
よ
り
西
に
流
る
。
便
ち
音
有
り
て
雷
に
似
た

な
が
れ
ぽ
し

り
。
時
の
人
の
日
は
く
、
「
流
星
の
音
な
り
」
と
い
う
。
亦
は
日

-５９-
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亀
日
本
書
紀
」
野
明
天
皇
九
年
二
月
二
十
三
日
条
）

こ
の
記
事
は
星
が
落
ち
て
（
必
ず
し
も
科
学
的
に
解
釈
す
る
必
要
が
あ

る
と
は
思
わ
な
い
が
、
隈
石
か
何
か
の
こ
と
で
あ
る
、
フ
）
爆
音
が
鳴
り
響

い
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
「
時
人
」
と
い
う
当
時
の
人
々
に
と
っ
て
こ

の
爆
音
は
「
流
星
の
音
」
で
あ
り
、
「
地
雷
」
で
あ
る
。
こ
の
記
事
か
ら

は
、
そ
の
よ
う
な
〈
ウ
ワ
サ
〉
が
読
み
と
れ
る
。
し
か
し
、
時
代
の
最
先
（旧）

端
を
い
く
テ
ク
ノ
ク
ラ
ー
ト
で
あ
る
僧
昊
は
、
漢
書
・
天
文
志
の
知
識
を

引
き
出
し
、
こ
の
爆
音
を
「
天
狗
」
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
説
明
す
る
。

も
ち
ろ
ん
「
日
本
書
紀
』
に
お
け
る
こ
の
事
件
の
正
伝
（
真
相
）
は
僧
昊

に
よ
る
説
明
で
あ
る
。
そ
し
て
、
書
紀
編
纂
者
が
生
き
る
〈
今
〉
と
い
う

時
間
も
ま
た
そ
の
最
先
端
の
知
識
が
支
配
す
る
世
界
で
あ
り
、
〈
今
〉
に

は
こ
の
記
事
に
あ
る
よ
う
な
認
識
は
存
在
し
て
い
な
い
。
あ
く
ま
で
も
、

過
去
の
あ
る
時
点
に
お
け
る
一
過
性
の
言
説
と
し
て
、
記
録
さ
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
よ
、
フ
な
認
識
こ
そ
が
当
時
の
人
々
に
と
っ

て
、
も
っ
と
も
説
得
力
の
あ
る
事
件
の
解
釈
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
だ
か

ら
、
『
日
本
書
紀
」
も
そ
の
言
説
を
無
視
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

「
時
人
」
が
担
う
言
説
は
そ
う
い
、
フ
意
味
で
も
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
な
も
の
で

は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
最
先
端
の
知
識
と
は
一
線
を
画
し
た
と
こ
ろ
に
い

る
人
々
の
、
一
過
性
の
〈
ウ
ワ
サ
〉
と
し
て
記
録
さ
れ
て
い
る
の
だ
。

は
く
、
「
地
菫

「流星に非ず。

の
み
」
と
い
ふ
。

つ

ち

の

い

か

づ

ち

そ

う

み

ん

ほ

ふ

し

「
地
雷
な
り
」
と
い
ふ
。
是
に
、
僧
昊
僧
が
日
は
く
、

あ
ま
つ
き
つ
ね

出
非
ず
。
是
天
狗
な
り
。
其
の
吠
ゆ
る
声
雷
に
似
た
ら
く

『
日
本
書
紀
』
に
お
け
る
「
時
人
」
と
い
う
言
葉
の
意
味
を
考
察
し
て

き
た
。
「
時
人
」
に
よ
っ
て
記
述
さ
れ
る
内
容
は
、
『
日
本
書
紀
」
編
纂
の

〈
今
〉
と
い
う
時
間
に
お
い
て
す
で
に
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
記
憶
で
あ
る
。

時
間
的
に
一
過
性
の
も
の
で
あ
り
、
伝
承
と
し
て
の
価
値
を
持
つ
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
、
消
え
て
ゆ
く
べ
き
言
説
。
そ
れ
は
、
あ
る
意
味
で
は
古

代
の
〈
ハ
ナ
シ
〉
と
い
う
こ
と
の
で
き
る
言
説
で
あ
る
。
し
か
し
、
『
日

本
書
紀
』
は
そ
の
よ
う
な
〈
ハ
ナ
シ
〉
に
、
消
滅
す
る
こ
と
を
許
さ
な
か

っ
た
。
そ
れ
は
、
真
実
は
と
も
か
く
と
し
て
、
そ
の
よ
、
フ
な
現
実
認
識
こ

そ
が
、
過
去
の
あ
る
時
点
に
お
け
る
同
時
代
人
に
と
っ
て
、
も
っ
と
も
説

得
力
の
あ
る
も
の
と
し
て
流
通
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
逆
に
い
う
な
ら

ば
、
そ
の
よ
、
フ
な
一
過
性
で
伝
承
性
を
持
た
な
い
、
そ
し
て
、
根
拠
す
ら

も
持
た
な
い
〈
ハ
ナ
シ
〉
に
、
存
在
の
根
拠
を
与
え
る
た
め
の
言
葉
が

「
時
人
」
と
い
う
概
念
だ
と
も
い
え
る
の
で
あ
る
。

従
来
の
よ
う
に
「
時
人
」
と
い
う
言
葉
を
無
反
省
に
一
律
に
同
じ
意
味

で
と
ら
え
る
こ
と
は
「
日
本
書
紀
』
の
記
述
を
読
み
解
く
上
で
の
大
き
な

障
害
と
な
る
。
「
時
人
」
と
い
う
言
葉
を
よ
り
深
く
解
釈
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
時
間
と
い
、
７
新
し
い
軸
を
交
え
た
立
体
的
な
テ
キ
ス
ト
と
し
て

『
日
本
書
紀
』
を
位
置
づ
け
る
。
そ
の
う
え
で
、
我
々
は
文
字
資
料
と
し

て
固
定
さ
れ
た
様
々
な
伝
承
を
時
間
的
な
重
層
性
を
視
野
に
入
れ
て
読
み

解
い
て
い
く
こ
と
が
可
能
に
な
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
時
間
と

と
も
に
様
々
に
位
相
を
変
化
さ
せ
る
伝
承
が
、
文
字
資
料
と
し
て
、
ど
の

よ
う
に
一
つ
の
時
間
の
中
に
固
定
さ
れ
て
い
く
の
か
と
い
う
問
題
を
解
く

四
ま
と
め
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鍵
で
も
あ
る
の
だ
。

注
（
１
）
小
島
憲
之
．
直
木
孝
次
郎
・
西
宮
一
民
・
蔵
中
進
・
毛
利
正
守
／

校
注
・
訳
『
日
本
書
紀
①
〔
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
こ
［
小
学

館
、
一
九
九
四
年
］
、
二
○
○
頁
、
頭
注
皿

（
２
）
柳
田
国
男
は
「
世
間
話
の
研
究
」
に
お
い
て
、
（
『
定
本
柳
田
国

男
集
第
六
巻
』
［
筑
摩
書
房
、
一
九
六
三
年
］
）
ハ
ナ
シ
を
カ
タ
リ
の

ょ
芦
フ
に
形
に
と
ら
わ
れ
な
い
自
由
な
談
話
の
形
式
と
し
て
位
置
づ
け

て
い
る
。
本
稿
で
も
そ
れ
に
倣
い
、
い
わ
ゆ
る
〈
世
間
話
〉
や
〈
ウ

ワ
サ
〉
を
含
ん
だ
、
型
を
も
た
な
い
自
由
な
言
説
を
〈
ハ
ナ
シ
〉
と

（
５
）
情
報
量
の
目
安
と
し
て
岩
波
文
庫
版
『
日
本
書
紀
』
に
お
け
る
原

文
の
ぺ
ｌ
ジ
数
を
挙
げ
て
お
く
と
、
垂
仁
紀
が
一
二
ぺ
ｌ
ジ
、
仲
哀

紀
が
五
ペ
ー
ジ
、
欽
明
紀
が
三
二
ぺ
ｌ
ジ
、
崇
峻
紀
が
六
ぺ
ｌ
ジ
。

（
６
）
便
宜
上
、
本
文
を
④
⑧
の
二
つ
に
分
け
、
改
行
し
た
。

（
７
）
崇
神
紀
十
年
九
月
条
、
同
六
十
年
秋
七
月
条
、
景
行
紀
十
八
年
秋

七
月
条
に
用
例
が
あ
る
「
時
人
」
の
「
歌
」
に
関
し
て
も
、
こ
の
場

合
の
「
時
人
」
と
同
様
の
意
味
を
持
つ
も
の
と
解
し
得
る
。

（
８
）
坂
本
太
郎
・
家
永
三
郎
・
井
上
光
貞
・
大
野
晋
／
校
注
『
日
本
書

紀
二
〔
岩
波
文
庫
こ
［
岩
波
書
店
、
一
九
九
四
年
］
、
一
二
三
頁
、

注過

（
３
）
小
島
憲
之
『
上
代
日
本
文
学
と
中
国
文
学
上
１
１
出
典
論
を

中
心
と
す
る
比
較
文
学
的
考
察
１
１
』
［
塙
書
房
、
一
九
六
二
年
］

（
４
）
森
博
達
『
古
代
の
音
韻
と
日
本
書
紀
の
成
立
」
［
大
修
館
書
店
、

一
九
九
一
年
］
、
同
『
日
本
書
紀
の
謎
を
解
く
述
作
者
は
誰
か
』

ワサ〉
する。

一九九一年］、同『日本一

［中公新書、一九九九年］

（
９
）
土
橋
寛
『
古
代
歌
謡
全
注
釈
日
本
書
紀
編
』
［
角
川
書
店
、
一

九
七
六
年
］
、
三
二
八
頁

（
皿
）
西
宮
一
民
「
日
本
書
紀
の
『
時
人
の
歌
」
の
新
釈
」
一
九
九
六
年

含
皇
学
館
大
学
紀
要
」
三
十
五
）

（
ｕ
）
坂
本
太
郎
・
家
永
三
郎
・
井
上
光
貞
・
大
野
晋
／
校
注
『
日
本
書

紀
四
〔
岩
波
文
庫
〕
』
［
岩
波
書
店
、
一
九
九
五
年
〕
、
七
一
頁
、

注廻

（
岨
）
前
掲
注
皿
書
、
一
七
九
頁
、
注
４
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